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2 Admin ノード展開のアップグレード

2 Admin ノード展開のアップグレードの実行
上位のリリースにアップグレードする場合は、先にセカンダリ Administration ISE ノードのみを上位の

バージョンにアップグレードする必要があります。

たとえば、図 3-1 に示すようなプライマリ Administration ノード（ノード A）1 つとセカンダリ管理

ノード（ノード B）1 つを備えた展開セットアップの場合、次のアップグレード手順に進むことができ

ます。

図 3-1 Cisco ISE リリース 1.1 2 ノード管理展開

Cisco ISE リリース 1.0 または 1.1 から Cisco ISE リリース 1.1.1 への分割ドメインのみのアップグレー

ドをサポートするため、アップグレード前には展開からセカンダリ ISE ノードを個別に登録解除する

必要があります。

警告 この警告は、Cisco ISE リリース 1.1 パッチ 3 からのアップグレードを行う場合には当ては
まりません。

セカンダリ Administration ノードが 90 日以上稼働していた場合、そのライセンスは登録解
除後に失われます。この場合、セカンダリ Cisco ISE Administration ノード（ISE ノード 
B）用の有効なライセンスを UDI（シリアル番号、バージョン ID、製品 ID）に基づいて取得
する必要があります。詳細については、「有効なライセンスの取得」（P.1-2）を参照してくだ
さい。
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  2 Admin ノード展開のアップグレードの実行
2 Admin ノード展開をアップグレードするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco ISE リリース 1.1.1 へのアップグレード前に、管理ユーザ インターフェイスまたは CLI から、プ

ライマリ Administration ISE ノードのオンデマンド バックアップ（手動）を実行し、管理ユーザ イン

ターフェイスから Monitoring ノードのオンデマンド バックアップを実行します。

オンデマンド バックアップの詳細な実行方法については、「オンデマンド バックアップの実行」

（P.1-3）を参照してください。

ステップ 2 展開セットアップからセカンダリ ノード（ノード B）を登録解除します。登録解除後、このノードは

スタンドアロン ノードになります。このスタンドアロン ノードを Cisco ISE リリース 1.1.1 にアップグ

レードします。

アップグレード後にノード B にログインする際にシステムがライセンスについてのプロンプトを表示

する場合、UDI に基づくセカンダリ ノード用の有効なライセンスをインストールする必要があります。

詳細については、「有効なライセンスの取得」（P.1-2）を参照してください。

登録解除後、以前の展開のプライマリ ノード（ノード A）もスタンドアロン ノードになります。

ステップ 3 ノード B を新しい展開のプライマリ ノードに設定します。

ステップ 4 ノード A を Cisco ISE リリース 1.1.1 にアップグレードし、Cisco ISE リリース 1.1.1 展開セットアッ

プでセカンダリ ノードとしてノード B に登録します。

展開のアップグレード後、以前の展開のすべてのポリシーとその他のデータは新しい展開で維持されま

す。
3-2
Cisco Identity Services Engine アップグレード ガイド リリース 1.1.1

OL-27087-01-J


	2 Admin ノード展開のアップグレード
	2 Admin ノード展開のアップグレードの実行


